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１．分科会の目的 

血液疾患患者診療における遠隔医療（同種移植後患者の遠隔 LTFU、在宅輸血の見守りなど）の普及

と診療報酬を検討する。 

２．令和 7（2025）年度活動実績と成果 

（１） 学会発表 

西川彰則「同種造血幹細胞移植後の遠隔長期フォローアップ（LTFU）実施の課題」 

29 回日本遠隔医療学会学術大会, 長崎, 2025 年 10 月 

 

     西川彰則「遠隔輸液管理システムは在宅輸血時の訪問看護師の負担軽減に役立つか？」 

第 45 回医療情報学連合大会, 姫路, 2025 年 11 月 

 

     西川彰則「訪問看護と連携した在宅輸血における遠隔輸液モニターの有用性評価」 

令和７年度兵庫県輸血医療従事者研修会, 2026 年 1 月 10 日 

 

（２） 論文 

     西川 彰則「医療情報連携およびパーソナルヘルスレコードを用いた遠隔長期フォローアップ

（LTFU）の未来」 日本造血・免疫細胞療法学会雑誌, 2026, 15 巻, 1 号, p. 1-6 

 

      A.Nishikawa, S.Mitani, A.Miura, and H.Akasaka, “Remote Vital Monitoring During Home 

Blood Transfusions in Japan Using Attendant-Performed Vitals: A Pilot Feasibility 

and Safety Study,” Health Science Reports 9 (2026): e72199,  

https://doi.org/10.1002/h 

 

（３） その他 

JTTA Spring Conference 2026 にて血液内科遠隔医療分科会の分科会セッションを行った。    

    以下プログラム。 

１． 在宅輸血の安全性を担保するための遠隔見守り  

西川 彰則 (和歌山県立医科大学附属病院) 

２． テキストマイニングによる遠隔同種移植後長期フォローアップ外来受診患者の訴えの 

可視 化と今後の展開  

蒸野 寿紀 (和歌山県立医科大学) 

３． 同種造血幹細胞移植後の見守りアプリ開発  

岡村 浩史 (大阪公立大学) （招聘講演） 

 



３．令和 8（2026）年度活動計画 

D to P with D 形式による血液専門診療の実践についてのニーズ調査や実臨床での利用拡大をめざ

す。 

 

 


